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今の子どもたちは、地域コミュニティとのつながりが希薄になり、核家
族や一人っ子が増えていることで、異年齢と交流する経験が限られ
ています。他者との衝突を避けようとする傾向もみられます。しかし、
社会に出ると、職場や地域でさまざまな年齢の人たちとつきあわざる
を得ませんし、自分の思い通りにいかないこともたくさんあります。さら
に、グローバル化、情報化が加速度的に進んでいく社会では、つき
あう相手も多様です。わたしは、これからの社会を生きる子どもたち
にとって、自分と異なる人たちと自分なりに調整をつけながらつきあっ
ていく力をつけることが大切だと考えています。交流は、生徒にとっ
て、コラボレーション（協働）、コンフリクト（衝突、葛藤）、そしてコンフリ
クトを打開する「建設的妥協点❖1」を見出すプロセスを体験できる
非常に有効な手段です。羽衣学園中学校・高校では、さまざまな
交流プロジェクトに参加するとともに、ふだんの授業で交流に必要な
基礎的な力をつける取り組みを行っています。

 face to faceの協働作業
本校が参加しているプロジェクトの一つに、7年にわたって参加して
いるWorld Youth Meeting（WYM）があります。WYMは、異なる国
の学校がペアになって協働でプレゼンテーションをつくりあげ、発表
する活動です。日本のほか、インドネシア、韓国、カンボジア、台湾、
フィリピン、マレーシアなどの学校が参加しています。本番の活動だ
けでなく、事前事後も含め下記のような流れで活動します。

❶大テーマ決定（4月）
参加校の教師が協議してその年の大テーマを決定する。
❷事前交流（5～ 7月）
ペアになった海外の学校と、メールやテレビ会議（skypeなど）を使って
話し合いながら、具体的な発表テーマをしぼりこみ、リサーチを行う。
生徒だけでなく教師も意見交換をする。（これまでのテーマ例：「What 

does the word “Happiness” mean to you?」「Building human bonds in the 

internet age」「Sustainable international cooperation」など）

❸本番（8月）
日本で顔を合わせ、お互いの意見を調整しながら英語のプレゼン
テーションを協働してつくりあげ、発表する。そのほか、世界遺産の
見学やホームステイを行う。

❹事後交流
メールやテレビ会議を使って、振り返りや感想、写真の交換などを
行う。
●9月以降、上記と同じように、事前交流（発表テーマのしぼりこみ）→
本番（12月、台湾）→事後交流の活動を繰り返す。

事前にICTを使って相手校とある程度、活動の方向性を話し合っ
ておくことで、本番では深いレベルの交流が可能になります。さらに
ここでは、顔を合わせてのコラボレーションがとても重要です。実際
に顔を合わせて作業を始めると、プレゼンテーションで自分たちが
言いたいことをどうしても削らないといけないときにどこを削るかで意
見が異なったり、相手に自分の言いたいことが伝わらなかったりと、
コンフリクトが生じます。そこで、一つひとつお互いの「建設的妥協
点」を探りながら、プレゼンテーションをつくりあげていくことになりま
す。その後、練習を重ねて本番に臨むのですが、言いたいことが言
えなくてくやしい思いをしたり、自分の英語力不足を痛感したりしま
す。ほかのグループの発表のすばらしさに落ち込んだり、刺激を受
けたりもします。こういうふうに実感をもった本物の経験、自分の思い
通りばかりにはいかない経験、そして目の前にいる相手に真剣に向
きあい課題に取り組む経験をすると、生徒は劇的に変わります。ほ
かのメンバーといっしょに最後までやりとげた達成感が自信につなが
り、ほかの活動でも大勢の前で積極的に意見を言ったり、質問をし
たり、自分から司会やリーダーを志願したりするようになります。また、
身近な友だちだけでなく、さまざまな人に対して、相手のことを配慮し
た言いかたができるようになってきます。相手校のメンバーとの個人
的な交流を続けたり、大学で交流相手の国の言語を専攻したり、ス
タッフとしてプロジェクトをサポートする卒業生もいます。

  ICTを活用した交流：日米同時理科実験
実際に会う機会がなくてもICTを活用すれば交流学習は可能です。
本校と米国ニュージャージー州メモリアル中学校との交流では、2003
年から毎年、大阪大学の協力を得ながら、他教科と連携した交流
学習を行っています。2005年には、中学3年生の理科とホームルー
ムの時間を使い、情報科、理科、英語科の教員が協力して、理科の
実験データを交換する「同時学習」を行いました。
日程や実験内容などは、プロジェクトを始めてすぐに本校とメモリ
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❸活動のフェーズ（10～ 2月）
リーフレットを活用し、書き損じハガキの回収活動を校内と地域で
展開する。自分たちの制作したリーフレットが、実際に誰かの、また
は何かの役に立つと実感できる、社会とのつながりをもった学習活
動のなかで、子どもたちの自己実現や自己変革が促される。
❹振り返りのフェーズ（3月）
活動全体を通して学んだことを振り返り、パワーポイントなどにまとめ
て発表する。
〈プレゼンテーション・ツールの操作〉

  「つながり・学びあい・思いやり」
生徒が交流プロジェクトに参加するとき、教師はサポーター、ファシリ
テーター、コーディネーターの役割をにないます。ときには生徒が自分
たちで考え解決していけるよう、傍観者として見守ることも大切です。
わたしは、交流を通して、生徒同士の「つながり・学びあい・思い
やり」を育てることを心がけています。生徒にはいつも相手のことを
考えるよう促します。たとえば、自分だったらどういうふうに接してもらう
と安心し、うれしく思うかを考えて、相手に接するよう伝えています。
そうやって相手を思いやる行動を積み重ねていくことで、互いの考え
を尊重し、学びあう関係ができてくるからです。他者と関わりながら、
モノをつくっていく喜び、人のためにつくす喜びややりがいを経験す
ることから生まれる多くの学びは、生徒たちの一生の宝となり、生き
方の根っこになります。今後も生徒が本物の学びを体験できる交流
プロジェクトに取り組んでいきたいと思います。 ［よねだ・けんぞう］

 

アル中学校の教師、大阪大学のスタッフのメーリン
グリストを立ち上げ、必要に応じてテレビ会議
（skype）も利用しながら決定していきました。実験当
日は、大阪大学大学院生のサポートを得ながら、
同大学が開発した「ハイパーミラー」という遠隔対
話システム（離れていてもすぐ隣にいるように画像を合成で
きるシステム）を使って、日米双方で提案した実験を
同時に行ったほか、お互いの学校生活について
紹介・質問をしたり、プレゼントを交換したりしまし
た。実験終了後は、理科、情報、英語の授業で振り返りとまとめをし
て内容の理解をさらに深め、英語で感想を書いて相手校に送りま
した。（プロジェクトの進め方の詳細はウェブサイトをご参照ください。
http://link.tjf.or.jp/F90PDF1）

 交流に必要な基礎的な力を育む
本校では、教科のなかでも、年間を通して、交流に必要な力の育成
に取り組んでいます。生徒が教科で培った力を交流プロジェクトで発
揮し、それをまた教科で発展させていけるよう意識して計画、実施し
ています。ユネスコ・世界寺子屋運動❖2を取り入れた実践もその一
つです。教科の「情報」と総合的な学習の時間を使って、書き損じハ
ガキの提供や募金を呼びかけるリーフレットをつくり、そのリーフレット
を使って寺子屋建設の支援活動を行うプロジェクトに取り組んでいま
す。1年を下記のように四つのフェーズに分け、考える力や調べる力、
コミュニケーション力、コラボレーション力、課題発見・解決力、プレ
ゼンテーション力、創造力、ICTスキル（各フェーズで育成するスキルは
〈  〉に記載）といった交流に必要な力を段階的に育成しています。

❶学びのフェーズ（5～ 7月）
ユネスコやユネスコ・世界寺子屋運動について、ウェブで調べたり、
ゲストティーチャーから話を聞いたり、ビデオを見て学んだりする。生
徒にリアルで必然性のある課題を与え、自分たちの生活を振り返り
ながら自分にできることは何かを自問し、切実感や使命感に突き動
かされて取り組む場をつくりだす。
〈コンピューターの基本操作、インターネット上の情報の検索・分析・判断〉
❷創作のフェーズ（8～ 10月）
自分の思いを伝えるリーフレットの制作。ラフスケッチからブラッシュ
アップを経て完成にいたる過程で、自分が伝えたいことは何なのか、
誰に伝えたいのか、何のために制作するのか、伝える相手や目的を
常に意識し、考えながら、自分なりに発想し、工夫をしていく。
〈画像編集ソフトの操作〉

❖1　一人ひとりが自分の意見を論理的に伝え、相手の意見を聞き、時間をか
けてお互いが納得できるポイントをすり合わせていった結果生まれる妥協点
のことを筆者は「建設的妥協点」と呼んでいる。

❖2　貧困や戦争などで学校に行けず、読み・書き・計算など、生活の基盤とな
るリテラシーを身につけられない子どもたちに、学びの場（寺子屋）を建設し
て支援する運動。詳しくは、www.unesco.jp/contents/teraをご覧ください。

WYMでの発表
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急激なグローバル化により多文化共生社会が現実となった「地球時
代」に必要なコミュニケーション能力、つまり、異文化を理解、尊重
し、多様な他者と共生できる能力を育む教育は、WTC（Willingness 

to Communicate：他者との関係を築くために対話する意志）を育てることを
目的とすべきであり、国際交流はそのための有用な機会となります。
奈良女子大学附属中等教育学校では、2008年までグローバル･ク
ラスルーム（Global Classroom 以下、GC❖1）を国際交流の柱としてきまし
たが、昨年、これまでのグローバル・クラスルーム年次大会（Global 

Classroom Conference 以下、GCC）参加者を対象にインタビュー調査を
行った結果、以下のことが明らかになりました。

❶ 外国語や異文化に対する不安感がコミュニケーションを妨げる。
❷ 日本の高校生の抱えるコミュニケーションに対する不安は、外国
の生徒との交流に限らず、実は、日本人同士のコミュニケーショ
ンでも起きている。
❸ 国際交流の事前学習を通して身近な異文化に気づき、コミュニ
ケーションの困難さを克服することができる。
❹ 実際の国際交流の場での異文化接触により国際的志向が高まり、
その後のWTCに大きく影響する。

GCC参加者は、選考を通っていることもあり、ほとんどが学校の英
語の成績上位者です。しかし、実際の会議の場では言いたいこと
が言えず、悔しい思いで帰国することがほとんどでした。一般的な日
本の高校2年生の英語力を考えれば、相手の言ったことを即座に
理解し、それに対する意見をすぐに英語で述べる能力をもつ生徒は
多くありません。しかし、以下の生徒のように、その場で発言できるは
ずのことが言えない場合も多く見られます。
生徒（以下♦）言おうとしたことをどう切り出せばいいだろうって考え
ている間に言えなくなってしまい、とても苦しかったです。それを説
明できる英語を知っていたのに、自分の意見を述べられなかった
勇気のなさを情けなく思いました。
また、ある生徒は、自分が発言できなかったのは英語力のせいだ
けではなく、「英語がうまくて、大人っぽくて、きれいで、たくましい」他
の参加者に対するコンプレックスもあったと言います。教員が思って
いる以上に、生徒たちが異文化の人びとに対して持っている先入
観や不安感は大きいのです。
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国際交流の活動は、参加者たちがふだんのコミュニケーションにつ
いて振り返る機会にもなります。
♦会議中に何か考えて発言するっていうことができなかったから、
すごくショックで。最初のうちはどうしても語学力のなさのせいにして
たところがあるんですけど、いろいろ考えていくうちに、あぁ日本語
のディスカッションでも自分は発言できなかったかもしれないって。
「高コンテクスト文化❖2」の日本では、そもそも多くのことばで自己表現
をすることが少ないし、アイデンティティの形成期にある中高生は、自
己の意思をストレートにことばで表現すること自体に戸惑いを覚えま
す。しかし、今の教育現場では、それ以上に、ことばを使って豊かな
人間関係を構築する力がますます弱くなっていることを実感します。
♦ただのおはようとか、バイバイとかいう挨拶ひとつにしても、このぐ
らいの年頃の子って、いろいろ考えるんですよ。この子とあんまり仲
よくないから手振るのはヘンかなみたいな。グローバル終わったら、
自分から、くだらないこと話しかけたり、できるようになったというか、
するようになったというか、人との関わりかたを学んで帰ってきたん
だろうかっていう。あぁそうか、雑談ってそういえばこうやってするん
か、みたいな。

GCでは、これまで表面的な付き合いしかなかったクラスや学年の
仲間と約半年間チームとして、プレゼンテーションやディスカッション
の準備などをします。もともと国際交流に対する意識の高い生徒が
集まるのですが、学校の代表として参加することのプレッシャー、限
られた準備期間の中でできるだけよいものを作り出したいという焦り、
仲間との意見の食い違いなど、さまざまな葛藤を経験します。その中
で、なんとかよりよいゴールにたどり着くための方策を身につけます。
南 意見合わない人もいるわけやん。その時にどういうふうに工夫を
したの？　いいものをみんなで作るために。
♦何人かで対立してたんですけど、私たちはこういう考えでこうやって
るんだけど、それであなたたちはどう思う、とか、ちゃんと相手の意見
を聞いて、嫌だって言ってる理由を聞いて、そうやって相手の話を聞
くことで議論を深めていく、一方的に押し付けたりするんじゃなくて。
南 でも、合わへんこともあるやん、最後まで。
♦そうですね。たいていどちらかが納得するか、妥協案を考えるか
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うのもあるし。何を大事にしなあかんのかっていうことを気づけたっ
ていうことが、いちばん大きかったと思います。
自らのコミュニケーションを見直し、多様な他者との色彩豊かなコ
ミュニケーションを経験した生徒たちは、さらなるコミュニケーション
を求めて旅立っていきます。
♦発表できる場が国内だけじゃなくて、もっと広いやんって思ったん
ですね。自分が頑張ったこととか楽しいこととかを伝える相手が山
ほどいるんやって。日本人だけにとどまってなくていいやんって。なん
か、日本の小ささを感じたんですよ。他にあと五つも国が来たんで。
人数でもそうですけど、それぞれ均等に少数じゃないですか。ある
グループが多数を占めることがないんで、自分自身は他の人から
見たら少数の中のひとりやなと思って。迎え入れるとか、一対一で
話をするとかじゃなくて、みんなたくさんいるところに飛び込んで
行ったっていう感覚。
多様な価値観の中に飛び込む喜びを知った生徒たちの多くは、大
学進学後も様 な々世界へ羽ばたいていきます。彼らのWTCは外国
の人が対象とは限りません。
南 「自分の中の変化」って、こんなことが変わったとかあります？
♦異なるバックグラウンドの人としゃべってみたいな、と思って、機
会があれば積極的に。
南 異なるバックグラウンドって、具体的にはどんな人としゃべるん？
♦職業的にですけど、農家さんとか。
「国際交流」というと、「スマートでかっこいい」イメージを抱かれること
が多いのですが、実際の国際交流の取り組みは、汗まみれ、泥だら
けになりながら、あちこちぶつかって傷つきながらの、地道な活動です。
その中で参加者たちは、WTCを高め、着実に地球市民としての資質
を身につけていきます。今後も生徒たちの「心の響きあう」コミュニケー
ションが生まれる場づくりに励みたいと思います。 ［みなみ・みさえ］

 

❖1　GCは5ヵ国（英国、スウェーデン、ドイツ、チェコ、南アフリカ）と結ぶパート
ナーシップで、主な活動は年次大会（約10日間）、交換留学制度、ビデオ会
議システムを利用した協同授業である。その場限りの「交流ごっこ」にせず、
日常的な交流を重ね、生徒中心の交流事業にすることを目標としてきた。

❖2　言語化されない情報が多く、文脈などから読み取ることでコミュニケーショ
ンを行う文化のこと。周囲への配慮が大切で、暗黙の情報を「察する」ことが
要求される。

異文化接触による気づきと
コミュニケーションの変化

グローバル・クラスルーム年次大会での
ディスカッション

というところに落ち着きました。
南 いろんな場面でね。いろんな人と話をする仕方って変わったと
思う？
♦変わりましたね。もともと相手のことを聞く方だったんですけど、
ちゃんと聞いて理解して、その、理解して返すっていうのを意識する
ようになりました。
♦自分で言いたいことばっかり言うてたらうまくいかへんことがわ
かって、あるところのフォローをしながらアドバイスという形で批判し
たり、うまいこと工夫して伝えて、みんなが気持ちよく目標に向かい
ながらも、言いたいことを言うっていうことが必要やなって。

約半年の準備を終え、生徒たちはGCCの開催地へ旅立ちます。そこ
での異文化接触から生まれるのは、自分への気づき、異文化への興
味・関心と、さらなるコミュニケーションへの意欲です。まず、それまでこ
とばを使って自己表現をしてこなかったことに気づき、辛抱強く丁寧に
ことばを使って伝えあうことの大切さに気づき、さらに、大事なのはこと
ばだけではなく、豊かな人間関係の構築であることに気づきます。
♦グローバル行って、これは言わな損やなって思って、言いたいこ
とを。置いていかれると思ったんですよ。自分が発言しないと、その
場に僕がいないことになると思って、思ってることはっきり言わなあ
かんと思ったんで。
南 言うようになったん？
♦工夫しながら言うようになった。
英語に自信満 で々臨んだGCCで挫折を味わい、翌年コーディネー
ターとして再度参加した生徒は、それまでの自分のコミュニケーショ
ンのあり方をこう振り返りました。
♦何を言いたいんやろうっていうことを、辛抱強く、っていうと偉そう
になるけど、向こうも一生懸命伝えようとしてくれてるんで、言い終わ
るまで待ってたりとか。面倒くさいって投げやりにならずに、ちゃんと
向こうの言いたいことが僕に伝わって、僕もそれに返して、初めてコ
ミュニケーションが成立するんで。だから、最初から最後まで一生
懸命聞いて一生懸命言おうって。それがある意味当たり前なんで。
それが当たり前なんやってことに気づいたんも、グローバルの経験
があったから。大事なんは英語じゃないって思ったときに、大事な
んはそれを使う人の問題やって思って。どっちかの英語が十分じゃ
なくても、思いやりがあったらなんとかなるわけやし。英語だけに一
生懸命になって人とのやり取りをないがしろにする人は、どんなに
英語が上達しても何やってもうまくいかんやろうなって思うし、それ
は日本にいて母国語をしゃべってても同じ話で。人と接しないこと
には自分の世界はそれ以上広がらないんで、もったいないなってい

特集　学びを深める交流
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学校間交流学習（以下、交流学習）とは、異なる国や地域の子どもた
ちが、インターネット上のさまざまなコミュニケーション・ツールを活用
しながら交流を重ねるなかで、仲間意識を育て、ともに学んでいく活
動です。国内交流も国際交流も含まれます。また、授業として取り組
む場合も、授業外で取り組む場合も、教師が何らかの形で介在して
いるのが交流学習のポイントです。交流活動の種類は多種多様で
すが、大きく［表1］のように分類されます。

［表1］交流活動の種類

交流体験 交流体験をすること自体が主目的。交流を通してコ
ミュニケーション能力や表現能力の育成を図る。

実践報告 交流校それぞれの学級・学年などでの実践をもとに、
話し合いや発表をすることで学習を深めていく。交
流を通して、学習内容を掘りさげ、自分たちの活動
を内省する。

共通活動 共同観測、共同調査など、調べ方のフォーマットを
提供し、参加校が調査報告をする活動を中心とす
る。ウェブサイトで蓄積されたデータを一覧・比較で
きる。学校名・所在地・連絡先などの情報を表示し
たり、ブログなどを設置することで、コミュニケーショ
ンがおこるようにデザインされていることも多い。

協働制作 参加校の間で絵やウェブページなどを“協働”して
作品にする活動や、オフラインの交流イベント開催
のため、企画・運営を生徒たちが行う活動。交流して
「いっしょに何かする」ことを重視している。

［表2］教師のねらい

コミュニケーション力 相手に伝わるように発表する、話し合うなどのコミュ
ニケーション能力。

情報活用能力 電子メール、テレビ会議システムなどのコミュニケー
ション・ツールを交流場面にいかすことで、情報活用
能力の育成を図る。

人と関わる力 さまざまな人びととの関わりを通して、相手を理解し、
自分を表現し、人間関係を築いていく力。

学習を追究する意欲 交流テーマについての意見交換を通した学習の広
がり・深まりを求める。

他地域や異文化を
理解する力

交流を通して、相手の国や地域、文化を理解したり、
自分たちの国や地域、文化、学校を再認識する。

協同作業をする力 共同制作、イベントの共同開催といった活動を通し
て、互いの役割分担、コーディネートなどコラボレー
ションの方法そのものを学習課題とする。

［表1］に挙げた多種多様な交流学習の活動を通して、教師は、子
どもたちにどんな力を育てようとしているのでしょうか。100校プロジェ
クト（www.cec.or.jp/e2a/e2/100kou.html）とEスクエアプロジェクト（www.

cec.or.jp/es/E-square）で実践された126事例を抽出・整理した結果、
おおよそ［表2］の六つの力に分類されました。
［表2］にまとめた六つのねらいは、教科書・放送番組・インター
ネットなどのメディアで調べたり、専門家や地域の大人に教えてもらう
など、交流学習以外の手段でも達成できます。しかし、交流学習で
は、それ以上に、ほかの国や地域の人の存在を認識（アウェアネス）
し、コミュニケーションできたという実感［図1-A］、いっしょに学習を
すすめてきた仲間（コミュニティ）だからこその信頼関係［図1-B］、国や
地域の違う子どもたちから教えてもらったり、いっしょに気づいたりし
た内容の確かさ・深まり［図1-C］、などを得ることができます。

こういう国や地域を超えた「学びのリアリティ」が原動力となり、子ども
たちの学習動機をさらに高めることができるのです。学びの内容をよ
り実感をもって理解したり、同じ年代の（けれども異質な）子どもたちの
間で分かちあったりする手段が交流学習なのです。
ここでの教師の役割は、子どもたちを学びのリアリティが実感でき
る場面に導いていくことであり、交流のストーリーをデザインし、交流
の目的を示し、子どもたちのコラボレーションを引き出すことにあり
ます。

交流学習には、一つの学校や一つの教室の中だけの授業にはな
い、新しい要素がたくさんあります。子どもたちだけでなく、教師自身

やってみよう、
学校間交流学習！

稲
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忠
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学習課題のリアリティ

学習コミュニティのリアリティ

アウェアネスのリアリティ

………………C

………………B

………………A

［図1］学習者が得るもの

交流学習をつくる

交流学習で育つ力

学びのリアリティ
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動から始めてみるといいと思います。

3 T 大まかな見通しをもつ
テーマと交流の落としどころが決まったら、時間ごとにどんなことをす
るのか、大まかなタイムテーブルをつくってみましょう。
初めて取り組む場合、途中で思うように進まなかったり、方向修
正がおきたりすることもあるはずです。それを楽しむくらいの気持ち
で臨むのがいちばんいいのですが、あらかじめ大まかにどんな流れ
にするのか打ち合わせておくと、見通しをもって交流できます。また、
この「見通しをもつ」ためにも、まず短期の交流から始めることをお
勧めしています。

4 T ツールは必要最小限で
ウェブサイト、ブログ、テレビ会議（skypeなど）、郵便など、交流にはあ
らゆる手段が活用できます。自分の学校、相手の学校のネットワー
ク環境によって使えるもの、使えないものがあります。
ここでのポイントは「顔が見える関係をつくる」ことです。直接会っ
て交流できるのがいちばんですが、それが無理ならテレビ会議を、そ
れも難しければ写真つきの自己紹介カードを活用するのもいいで
しょう。子どもたちに相手の存在を実感させることが、交流学習の成
否を決めます。
情報交換や話し合いには、ブログ等がもっとも手軽です。写真も
添付できるので、調べたことを交換するのも簡単ですし、「この写真
は何だろう」というところから意見交換を始めることもできます。テレ
ビ会議は、相手とリアルタイムで顔の見えるやりとりができることが最
大の魅力です。お互いがいる場所の温度を測って温度計を見せ
たり、登校時の服装を比べたりするなど、目で見てわかる活動に取
り組むこともできます。相手の発表をじっと聞いている時間は短くし
て、間に質疑をはさんだり、クイズ形式にするなど、双方向の感覚を
大事にするのがポイントです。

II. 交流学習の「授業設計モデル」
もう少し長期間の交流学習をつくる場合は、次のような授業設計モ
デルを念頭においておくと、全体の見通しをもったり、ねらいを立てる
際のめやすになるかもしれません。

1 T 手順モデル
［表3］（p.8）は、授業をつくるめやすとなる「手順モデル」です。必ず
この順番通りにしなければいけないわけではありませんが、おおよそ
このステップを踏んでいくことで、一通りの交流学習を計画し、実践
することができます。ただし、国際交流の場合、国によって教育制度
が異なることもあり、この手順をゼロから踏んでいくのは難しいかもし
れません。とくに、5のねらいは、国によってカリキュラムが違うので、同
じレベルのねらいを設定するのではなく、それぞれが自分たちのカリ
キュラムに合わせたねらいを個別に設定したほうがいいでしょう。国
際交流の場合は、まず最初に魅力的な活動をいっしょにイメージし
て、どこにどういう学びを埋め込むかは、それぞれの学校ごとに決め
たほうが、お互いにとって有益な交流にしやすいと思います。

も他校の教師や関係者と協力して授業やプログラムをつくるなど、
従来の授業では得がたい経験をすることができます。一方でそれは、
「やってみたいんだけど、何が起こるのかよくわからない……」と、教
師に不安を抱かせる要因にもなっています。
交流学習がどんなものか見通しをもつには、［図2］の三つの視点

から考えてみるといいと思います。コミュニケーションは、ブログやテ
レビ会議などのメディアを使ったやりとりを積み重ねて、ネットワーク
の向こう側に相手がいることに気づかせる段階です。コミュニティで
は、自己紹介に始まり、学級間、グループ間、個人間の関わり方を
デザインして、いっしょに学ぶ共同体としての意識をもたせます。そし
て、コラボレーションは、交流の内容や交流のゴールを考えてカリ
キュラムを設計し、交流内容を学習として深めていく段階です。

次に、交流学習づくりの大まかな手順を示します。

I.  始めやすいパターン
まったく初めて取り組む場合、まず不安なのが相手を探すことでしょ
う。見つかったからといって、果たしてうまく交流できるのか、テレビ
会議などは使いこなせるのか、不安の種はつきません。TJFの「つな
がーる」（www.tsunagaaru.com）を含め、さまざまな団体が学校向けの
交流プロジェクトを実施しているので、最初はそういうプロジェクトに
参加してみるのもいいかもしれません（p.8［もっと知りたい方へ］参照）。

1 T 知り合いの先生と始める
交流学習は相手がいないと始まりません。ところが、この相手探しが
なかなか難しいのです。インターネットで探して、「突然ですが、交流
しませんか」と呼びかけるのも勇気がいりますし、いい返事がもらえる
とは限りません。そこで、はじめは知り合いの先生、できれば直接
会って打ち合わせができる先生をお勧めします。研究会の仲間、前
任校の同僚の先生、姉妹校や交流校の先生など、知り合いの先生
に「ちょっとおもしろいこと、いっしょにやりませんか」と声をかけてみま
しょう。

2 T 教科で取り組む
相手が決まったら、「何をテーマに交流するか？」が肝心です。「とり
あえず自己紹介でもして……」と始めてしまうと、本当に自己紹介だ
けで終わってしまうこともしばしばです。そこで、交流する「ネタ」がわ
かりやすく、学習の目的（＝交流の落としどころ）もはっきりさせやすい、
教科を通じた交流を始めてみましょう。1ヵ月未満の短期集中の活

どんなテーマで交流するのか?
いっしょにできる活動は?

相手をどう意識させるか?
仲間意識をどう育てるか?

どんなツールで交流するか?
話す力・聞く力

交流学習はこの三つのレベルが同時進行する学習

コラボレーション

コミュニティ

コミュニケーション

［図2］学校間交流学習の三つの要素（活動の視点）

特集　学びを深める交流
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2 T 枠組みモデル
［図3］は、交流学習の全体像を見渡すための枠組みモデルで、学
校間交流学習の三つの要素（活動の視点）［図2］（p.7）に、学習者が
得るもの［図1］（p.6）、教師のねらい［表2］（p.6）、授業設計のレベル
を対応させたものです。実際には、この三つはきれいに分かれてい
るわけではありません。三つの層を下りたり、上がったりしながら、実
践していきます。この枠組みモデルをすぐに使いこなすのは難しいか
もしれませんが、こういった枠組みや手順を意識して、交流の流れ
をイメージすると、以前より少しは見通しがもてるようになるかもしれま
せん。

ここでご紹介したことすべてを「課題」として一つずつクリアしていく
のは大変です。あくまでも「参考」としてみなさんの交流学習づくりに
取り入れてみてください。 ［いながき・ただし］

 

［もっと知りたい方へ］
◎  文中で紹介した「学びのリアリティ」や「授業設計モデル」などをさらに深く理解
したい方、交流学習の実践例をもっと知りたい方は、『学校間交流学習を
はじめよう』（稲垣忠編著、日本文教出版、2004）をご覧ください。

◎  稲垣先生が運営するウェブサイト「はじめてみよう！　学校間交流学習」には、
交流学習に関するQ&A、ノウハウ・手立て集、リンク集（全国の交流プロジェ
クト、交流に使えるコミュニケーション・ツールへのリンク）、関連図書、ワーク
シートなどが掲載されています。ぜひご覧ください。

   www.ina-lab.net/special/copo

 
◎  稲垣先生はICTを活用した交流学習の教師研修も行っています。関心のあ
る方は直接ご連絡ください。

   電話：022-375-1180（東北学院大学教養学部教育学研究室）
   E-mail：tinagaki@mba.ocn.ne.jp

［表3］手順モデル

準
備
段
階

1. 交流相手を見つける
交流の相手を見つけ、お互いの国、地域、学校の様子などの基
本的な情報を交換する。

2. 交流の素材・テーマを考える
国や地域や学習内容の違いから交流が引き立つテーマや、いっ
しょにできる活動を考えてみる。

3. 交流手段を選び、環境を整える
テレビ会議、電子掲示板など使えるツールをリストアップし、児童・生
徒のスキルを確認しておく。

4. 交流活動を具体化し計画を立てる
いっしょにする活動は何か、そのゴールをどんなものにするのかイ
メージを練る。月ごとにおおよその計画を立ててみる。

5. ねらいを位置づけ、明確にする
どの場面でどんな力を育てるのか、重点をはっきりさせる。教科と関
連づける場合、単元、位置づけ方も検討しておく。

実
践
段
階

6. 相手校と出会い、仲間意識を形成する
自己紹介カード、テレビ会議、直接交流など、顔が見える出会いを
演出する。話題や活動を工夫し、仲間意識を育む。

7. 学習者のコミュニケーションを点検する
ふだんの学習で指導している話す力、聞く力を、相手のいる交流
場面で確認する。情報モラルの指導も相手を意識したうえであわ
せて指導する。

8. グループと役割分担を工夫する
学習内容、活動に合わせて、グループの組み合わせや、役割分担
を検討する。

9. 関わりあいをいかして追究の質を高める
お互いが持ち寄った情報を比較させたり、つながりを考えさせること
で、学習内容をもう一歩、深めてみる。

10. ふり返りと展開を見通す場面を設ける
ここまでの活動はうまくいったか、ふり返りの機会をつくり、足りないと
ころがあれば付け足してみる。

前
提
条
件

0. 教師間の連携と周囲への説明をはかる
交流学習が成立するには、教師間の連携が大前提となる。事前
の打ち合わせだけでなく、活動中の児童・生徒の様子、教師の関
わり方など積極的に情報交換しながら進めていく。

［図3］枠組みモデル（稲垣ら、2006）
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特集　学びを深める交流

活動の視点 教師のねらい 授業計画

他地域や異文化を理解する力
協同作業をする力

学習を追究する意欲
人と関わる力

コミュニケーション能力
情報活用能力

コラボレーション カリキュラム

コミュニティ コーディネーション

コミュニケーション トレーニング

学
習
活
動
・
リ
ア
リ
ティ
の
獲
得

学習者が得るもの

［学習課題のリアリティ］
テーマの深まり・協同の制作物

［学習コミュニティのリアリティ］
共に学ぶ仲間意識

［アウェアネスのリアリティ］
相手の存在を実感する

授
業
設
計
・
教
師
の
ね
ら
い
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交流学習や交流プロジェクトに取り組ん
でみたいと思っても、周囲の理解や協力
がなかなか得られなかったり、カリキュラム
が固まっていて時間が確保できなかったり、
予算を確保するのが難しかったり、さまざ
まなカベにぶつかって実現できないことも
あるのではないでしょうか。いざ、交流を
始めることができても、インターネットで提
供される便利なツールがセキュリティ上の
問題で学校では使えなかったり、海外の
国との交流で時差やことばの問題があっ
たりなど、いろいろなハードルがあります。
さまざまなカベを乗りこえて子どもたちに豊
かな学びの機会を提供するために、どうい
う工夫や方法が考えられるのでしょうか。
実際に交流学習や交流プロジェクトに取
り組んでいる先生がたに聞きました。

1. 学校内や周囲の理解、協力
個人的にはやってみたいと思っても、同僚
に、「次に引き継ぐ人が困るからやらないで」
「仕事を増やさないで」と言われた経験の
ある先生もいるのではないでしょうか。ある
先生は、「いちばんのカベは周囲の無関心
です。誰もうるさいことを言わないからやり
やすいと思われがちですが、それは立ち上
げの段階の話で、プロジェクトが動き出し、
その内容を充実させ、継続させていこうと

 生徒に「おもしろかったよ」と言ってもらえ
るような活動を考える。生徒がやりたいと
言うようになれば教師は動く。可能なら、
生徒中心の国際交流委員会を立ち上げ
るなど、生徒が自主的に活動できるシス
テムをつくる。子どもたちが興味をもって
主体的に活動に取り組む姿は、同僚だ
けでなく、学校の幹部や保護者、地域を
動かしていくことにもつながる。

 周囲の協力は絶対に必要だが、必ずし
も学校のなかだけで求めなくてもいい。そ
の気になって探せば、日本でも世界でも、
サポートしてくれる人や団体、企業はたく
さんある。

3 保護者の理解を得る

 外部団体主催のプロジェクトに参加する
場合は、主催団体が保護者向けの説明
文を用意していることもあるので、問い合
わせてみる。

 子どもたちが参加する意味を感じ、興味
をもって取り組める活動づくりやサポート
をする。子どもたちがプロジェクトの楽しさ
やおもしろさ、意義を家に帰って話すこと
が、保護者の理解やサポートにつながる。

 保護者や地域の人にも参加の機会をつ
くったり、サポートしてもらったりして、プロ
ジェクトに巻きこむ。

 取り組みを地域のメディアに取り上げても
らう。

4 担当教師の異動後も継続していくために

 教師の個人的なネットワークで交流を始
めた場合でも、姉妹校提携など学校間
での正式な関係ができて、その体制のな
かで交流できるようになると、担当教師
が異動しても交流が「学校の財産」として
残っていく。少しずつ、個人の取り組みか
ら学校の取り組みに変えていき、学校の
なかでメジャーな存在にしておく。

いう段階になると、周囲の無関心がとても
大きな障壁になることがわかってきます」と
言います。周囲の理解と協力を得て交流
を始め、内容を充実させ、継続させていく
ために、先生がたはどんな努力や工夫をし
ているのでしょうか。

1 管理職の理解を得る

 管理職に意義や内容を魅力的に説明し
て、興味をもってもらう。

 教育委員会が関わっている場合、教育
委員会から校長に話をしてもらう。

 外部団体主催のプログラムやプロジェク
トに参加する場合は、主催団体が学校
向けの説明文を用意していることもある
ので、問い合わせてみる。また、必要に応
じて、直接、管理職や関係者に説明して
もらう。

2 同僚の協力を得る

 まず、管理職の同意を得ておく。
 生徒や学校にいかに有益かということを、
公式な会議ではなく、ふだんの会話のな
かでさりげなくしながら、協力してくれる人
を探す。

  「とにかく俺といっしょにやってくれ」と言っ
て仲間を3人つくっておく。

 交流に参加する生徒の集団の長（学年主
任など）の了解を得ておく。

 職員会議等の大きな会議でやわらかく
説明する。

 自分が主体となって動く場合も、できるだ
け多くの仲間に声をかけて協力してもら
い、最後まで突き進む（可能であれば、外部
の仲間の協力を得ることも大きな力になる）。

 生徒会でも、教務でも、教科でも、影響
力の大きい重鎮を取りこむ一方、若手職
員にふだんから声をかけ、仲間や理解者
を増やしておく。

 授業で取り組む場合は、教科の同僚に
交流の意義を切 と々説く。

カベを乗りこえて
交流を
実現しよう！

特集　学びを深める交流
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ポートを受けながら実践するなかで、自分
なりの交流学習の目的、取り入れ方、活
動内容などを明確にしていく。

4. 海外の国との交流でおきてくること
相手校の先生とのやりとりや子ども同士の
交流でことばのカベに苦労したり、時差や
学期の違いでスケジュールの調整がうまく
いかなかった経験はありませんか。

1 ことばの問題

 英語や中国語など、外国語担当の教師
に協力してもらう。

 自治体の国際交流協会や学校のボラン
ティア制度などを利用し、地域のボラン
ティアに翻訳や通訳を手伝ってもらう。外
国語の得意な保護者の力を借りることも
考えられる。その場合、教師個人が声を
かけるより、校長から保護者に協力を依
頼してもらい、公式に協力者として位置
づけるようにする。ほかの分野でも保護
者の専門性をいかすことは可能。いま学
校と保護者の関係にはさまざまな問題が
あるが、このように、保護者が自分の子ど
もだけでなく、ほかの子どもの面倒もみる
機会をつくると、自分の子ども以外にも関
心をもち、学校への理解や信頼を深める
きっかけにもなる。

 子どもたちが、テレビ会議などリアルタイム
の交流の場で外国語でコミュニケーショ
ンする準備ができていない場合は、メー
ルやブログ、ビデオなど自分のペースで考
えたり、書いたり、話したりできる交流でま
ず下地をつくり、自信をもたせる。ビデオレ
ターなら、教師が相手の話していることを
あらかじめテロップで入れておくこともで
きる。

 ことばによる行き違いはたくさんあり、冷
や汗をかくことも多い。しかし一度会っ
て、自分のことを知ってもらえれば、後
は同じ赤い血が流れているもの同士、

 他教科と連携して交流に取り組むと、内
容も深まり、プロジェクトも進めやすい。国
際交流なら、英語などの外国語教科を
軸にしつつ、たとえば、文化的な調べ学
習は社会科、作品づくりは図工・美術と
連携する。選択科目を設定し、国際交流
に取り組んでいた学校も多かったが、新
学習指導要領ではこうした時間の確保
が難しくなる。総合的な学習の時間を核
に探究的な学びとして位置づけ直す必
要がある。「総合的な学習の時間やホー
ムルームなどを何時間使って、他教科と
連携した交流学習がこの程度できる」と
いう実践のモデルをつくれれば、プロジェ
クトを定番化し、継続していける可能性
が出てくる。

 ふだんの授業のなかでも工夫すれば交
流学習のための時間をつくることができ
る。たとえば、教師も児童・生徒も板書を
やめて、あらかじめ教師が用意した資料
や児童・生徒がノートに書いた宿題など
を、直接プロジェクターや電子黒板で映
せば、15分くらい時間を節約することもで
きる。この時間を、交流のための調べ学
習や、交流相手にメールを書く、交流に
必要なICTのスキルを高めるなどの活動
にあてる。１回15分でも、継続していくこと
で、さまざまな活動が行える。

 交流学習の取り入れ方を明確にイメージ
できない場合は、まず、財団やNPO、
NGOなどの団体や企業が実施している
交流プロジェクトを利用してみる。外部団
体や企業が提供しているプロジェクトに
は、交流イベントだけでなく、学校内の活
動（授業・授業外の両方）で継続的に取り組
めるものもある。また、ウェブサイトに活動
づくりの流れや評価のための資料、生徒
用のワークシート、具体的な実践例など
を掲載していたり、実践に取り組む教師
をサポートしている団体・企業もある。そ
ういうプロジェクトに参加して外部のサ

2. 予算不足
「公費には余裕がない」ことが多いようで
す。予算不足を解消するためにどのような
工夫ができるのでしょうか。

 PTA、同窓会、保護者にサポートしても
らう。

 外部団体や企業が実施しているプロジェ
クトがたくさんあるので積極的に利用
する。

 まず実績をつくってから、保護者のサポー
トが得られる国際交流協議会などを立ち
上げる。

 工夫をこらしてコストを減らす。たとえば、
海外なら、国内より安く旅行できる方法は
たくさんある。

 ICTをうまく活用して経費を節約する。直
接行き来できなくても、テレビ会議やビデ
オレター、メールを活用すれば中身をとも
なった交流ができる。

3. 交流学習の取り入れ方
実際に実践している先生がたは、交流学
習をどのように取り入れているのでしょうか
（交流学習のつくり方は、pp.6～ 8をご覧ください）。

 まず、交流に取り組む自分なりの目的、活
動の内容、交流相手を明確にする。次に、
イベントとして実施するのか、継続的な学
習として取り組むのか決める。継続的な
学習の場合、短期（1ヵ月）、中期（3ヵ月）、
長期（6ヵ月～ 1年）のどのパターンで取り
組むか決める。さらに、どの集団を対象と
して取り組むのか考える（生徒の有志、クラ
ブ、学級、学年、学校全体など）。

 クラブや課外で取り組んでみて、ある程
度の活動ができたら、それを「選択」など
の授業の時間でやってみる、次にほかの
教師の協力を得ながら総合的な学習の
時間などで取り組んでみるというように、
徐 に々規模を大きくしていく方法もある。

特集　学びを深める交流
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◎ この記事を作成するにあたり、東北学院大学
の稲垣忠准教授、羽衣学園中学校・高等学校の
米田謙三教諭、国際教育活動ネットワーク／
REX-NETに所属する中高校の先生方の助言、協
力を得ました。

REX-NETウェブサイトはこちら。rexnet.loops.jp

 ICTを使うことを前提にするのではなく、ま
ず交流の意義を管理職や同僚と共有す
る。そのうえで、交流の手段としてICTツー
ルも必要という流れになれば、ICTツール
を使う意義を理解してもらえるので、アク
セスが許可されるといった可能性も出て
くる。

 外部団体や企業などが教育向けに提供
しているツールを利用する場合、その団
体や企業に、ツールの安全性や個人情
報の取り扱いについて学校向けの説明
書を用意しているか問い合わせてみる。

 skypeなどのテレビ会議システムが、セ
キュリティやシステムの問題でどうしても使
えない場合は、ビデオレターをつくって
YouTubeなどの動画共有サービスにアッ
プロードする。YouTubeを使う場合は、
「メールアドレスを知っている人だけが見
られる」限定公開機能を利用し、教師の
メールアドレスを使う。YouTubeへのアク
セスが遮断されている場合は、無料の
ファイル転送サービス（宅ファイル便〈日本
語〉、firestorage〈日本語〉、Send This File〈英

語〉など）を使って相手校の教師に送る。
ファイル転送サービスは、ファイルの容量
に制限があるが、ビデオレターの内容は
1～ 2分でも十分。その程度の容量なら
問題なく転送できる。

どの協力を得たいときは、どうやってアプ
ローチすればいいのでしょうか。

 必要と思われる人や団体には、アポイン
トメントをとって必ず会いにいく。会って話
をすることが大切。必要なら海外でも行く。

 とにかく汗をかいて人と会う。会った人に
情熱を伝える。その人に情熱が伝わった
ら、その人がまた別の人に伝えてくれる。
それがネットワークになっていく。

 外部団体が主催する交流学習や交流プ
ロジェクトを利用してみる。最近は、NPO

やNGO、財団などのほか、企業がCSR

（企業の社会的責任を果たす活動）の一環とし
て学校向けのプロジェクトを提供している
ことも多い。インターネットで探せば、いろ
いろなプロジェクトが見つかるので、内容
や取り組みやすさ、自分の授業にどう取
り入れられるかを考えてしぼりこむ。

  （p.8で紹介した稲垣先生のウェブサイト「はじめ

てみよう！　学校間交流学習」にも、各団体が実

施する交流プロジェクトが紹介されています。

www.ina-lab.net/special/copo）

 外部団体や企業の協力を得てプロジェク
トに取り組む場合は、綿密に打ち合わせ
をして、お互いのねらいをすりあわせてお
くことが重要。この作業をやっておかない
と、なかなか学校と団体・企業双方の目
的に合った取り組みにならない。

6. ICTツール利用の制限
最近は、無料で利用できる便利なICT
ツールがたくさんありますが、管理職や周
囲の先生に、インターネット上のツールを
利用するのは危険だからやめておいたほ
うがいいと言われた先生も多いのではない
でしょうか。学校によってはセキュリティが厳
しく、アクセスやダウンロードができない
ケースもあるでしょう。（交流学習で利用できる
基本的なICTについては、p.7、I-4を参照してくだ

さい。）

心が通う！

2 時差の問題

 時差が大きいと、テレビ会議（skypeなど）

の時間を設定するのが難しい。そういう
場合は、ブログやメールを使って交流で
きるが、文字による交流だけでは相手の
存在を意識しにくいので、自己紹介など
のビデオレターを交換して「相手意識」を
育む（「6. ICTツール利用の制限」の項も参照）。

3 学期の違い

 あらかじめお互いの学校の年間スケ
ジュールを確認し、いつごろ交流するか
決めておく。

 交流期間を、たとえば9月～ 3月など、双
方の学校の休みが重ならない期間に限
定してしまう。日本側は、4月から夏休みま
での間、相手の国について調べ学習をす
るなどして、9月からスムーズに交流活動
に入れるよう準備しておく。

 学期の違いを利用して、最初の活動で、
お互いの国の休日や学校のスケジュール
を紹介する。それだけでも異文化を知る
おもしろさを経験できる。

4 なかなか返事が来ない……

 メールを送ったのに返事が来ないことも
よくある。システム上の問題でこちらの
メールが届いていないこともあるし、文字
化けしていることもある。もしかしたら、相
手はすぐに返事をしなくても大丈夫と
思っているかもしれない。メールを送って
返事が来なくても、1回であきらめず、何
回でもメールを送ってみる。いざとなった
ら電話もする。外部団体主催のプロジェ
クトに参加している場合は、主催団体に
依頼して連絡をつける。

5. 外とのネットワークづくりと活用
学校内だけでなく、外部の団体や企業な

特集　学びを深める交流




